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A bstract 

In this paper, three human cases of Djplogonoporus grandis infection were recorded as the 

53, 54 and 55th cases in Japan. These fragmente:l strvbilae of the tap~-worm were evacuat· 

ed spontaneously from the adult males, 39, 25 and 27 years old living in Nagasaki 

Prefecture. 

The length of the strobilae was 156.5cm in th~ I3t c:n::!, llO.9~ _n in t h=. 2:11 a:d 135.2cm 

in the 3rd one respectively. a ll of which lack the sc)lz :< ani terminal s~.5,n=nts. Dctaile:! 

morphological study was made by external and inte:nal exa-nin3.tion of th~ proglottids. 

All of the proglottids obtained were immature and no genital organ CQuid not be dz':non­

s trated by the external examinations. But th~y wer~ id =ntifiej a3 to the ta:n-worm'3 belog­

ing to genus, Diplogonoporus by the characteristic short, broa:l proglottids measuring about 

0.4 - 1.0mm long by 4.4 - 10.00101 w idth and by the doub!e sot of genital rudiments in 

each proglottid which was recognized by the internal exa:nination on the specimen ts of 

sagi tal or transverse section. 
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緒　　　　　　　　　　　昌

大役殖門条虫Diplogonc-porus grandis 〔Blanchard,

1894〕 Lube,1899の我国に於ける人体寄生例ほ巾村

(1892)が島崎県高島炭鉱勤務の男子〔28才)から得

た虫体を飯島･栗本(1894)が記載,報告したのが最

初である.その後主として九州各県,静間県及びLLE陰

地方から同様の症gTlが相次いで報告され,今日では全

国で約5D例の寄生例が碓認されている.これらの標本

のなかにほ肉眼的に生殖器を確認出来ず二見広節裂頭

条虫などと誤認されやすい小型の未熟虫体の数例が含

まれている,

著者らは最近主副奇県在住の成人｣子から自然排出さ

れた未熟な大塩肺門条虫の5例を経験Lたのでそれぞ

れ虫体の特徴を記載し,島崎県における追加症例とし

て報告する.

症　　例　　記　　載

症例1

患者:畑○久○,質,59才,船員

現住所:長崎県南松浦郡福江市

住所歴:出生以来現住所に居住する

主訴:腹痛,水様下荊

現病歴:昭和44年5月15日下荊使と二諸に一条の出

休を排出,驚いて近所の某医院を訪れた.

既往歴:特記すべきものなL

現症:貧血H,黄桓H,上腹部全般に緊張した圧痛

があり,肝臓は四槙指径触知し,辺縁鈍で硬度がやゝ

増強している.肝機能検査でほGOP6り,GTP64でい

づれも蕃少高い値がみられた.その他赤血球数59日万,

Hb87;白血球数4600,好畦球1%,虫卵H及び括

血瓦応(*)であった.

晴好食物:特に魚類を好み毎日刺身で食べる.魚朽

はアジ,サバ,イワシが多い･

症例2

M者:卸○洗○郎,盟,25才,事務員

現住所:島崎県南松浦郡福江市

住所歴:2才まで島崎県西彼杵郡野母崎町樺島,5

-4才‖･南松浦郡玉浦町大宝郷,5-り才-南松浦郡福

江市戸岐町8(-1-9才-･西彼杵郡三和町川原,10-12

才-･南松浦郡有川町史浦,13-16才.･･同郡三井菜町を

経て現住所-転居し現在に至る.

主訴:下荊

現病歴:昭和44年5月4日突然下腹部病と下荊を訴

えるようになった.下葉耐ま1日4-5匝王で水位状であ

ったが悪心,ロ亘吐等の萌えはなかった.

5月6日排便中(下痢)虫煉らしきものが排出され

たが途中で気分が悪くなり50-60cm位で切断して捨て

た.その日直ちに某病院を訪れ入院した.外束での診

療時に涜悦をおこなったところ約1.50m位の虫体の排

出をみたが前回と同様自分でL)J断した.

5月7日にも下荊とともに約5日m位排出Lたところ

でEtJ断した.その後自覚症がなくなり次第に回復した･

入院時フィルマロン0.6g,次にザタロ煎剤を数回内

服したが虫体の排出ほみられなかった.

既往歴:特記すべきものなし

現症:著明な変化なし,赤血球数576万　Hb99軌

白血球数7400,相性球1%,虫卵H,赤荊薗H,好塩

菌H

晴好食物:魚類の刺身を好み常食している　魚種ほ

二定しない･

症例3

患者:三○正○,盟, 27才,印刷業

現住所:良し崎市出来大工町

住所雁: lB才から21才までの5年間を福間市で過し

たほかほ現住所に,FT住する.

主訴:下料,めまい

現病歴:昭和45年8月20日項より食欲減退のため25

mまど痩せた.特に9月11日項から全身の衰弱,弦章

があった. 18日にいたり水柱下荊とゝもに約1.□m位

の条虫様の体節を排出したので某医院を訪門, Taenia

の疑いで当科に紹介された.入院時にはビチオノ-〟

〔Bithionol〕を1日に12錠,隔日5日間投与したが,

虫休らしいものほ出ていない.又その後は下料もとま

る.

既往雁:特記すべきものなし

現m:削りな変化はみられない'&血球洗45C7J,

Hb13.4 ｣/dE,白ffil球数5600,好較球4‰虫卯H,

潜血反応H

晴好金物･･海産魚の刺身を毎日余する.魚群一定し

ない.
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虫　体　観　察　所　見

第1例

得られた虫体は長さ156･bcm.最大巾6.SIMで頭節及

び頚部を欠く.体節は比較的薄くその側線は鋸歯状を

呈している.末端部の片節は6-6∴8xQ.7-l.(　の

大きさで横に長く,分節化がみられる･生鮮標本では

肉眼的に生殖器を確認出来ないが棚砂カルミンで染色

した全体標本では2粗(一部の片節では5粗)の生殖

器･の配列が極めて明瞭に観察される･又その間隔は体

巾の約1/B位である.さらに未完成ではあるが楕円形の

陰茎嚢とほゞ円形に近い貯精嚢及び5-5旋廻してい

る子宮が確認された.又片野の厚さは切片標本で計測

すると0.20-0.47flmである.

横断印片標本による観察では表層に4-5条の比較

的深い縦敏活と数条の浅い溝がみられる.角皮層の厚

さほ2.5-5.5μでその内側に角度下層,さらにその内

部に厚さ5日ー50 μの縦走筋層及び18-35μの桟走筋層

が認められる.皮質層は138-175μの厚さで卵黄腺細

胞はみられない.又髄層の厚さほ88-125 μでそのな

かに100x63μの大きさの神経幹と小円形の排滑管が

観察される.神経幹は生殖器と側線の中央よりやゝ生

殖器よりに縦走し,排滑管は生殖器と神経幹のほゞ中

央にみられる･

矢状断切片頗本では陰茎嚢と貯精嚢を観察出来なか

った.

第2例

虫体は全長110. 9cm,最大巾8 *imで頭節及び頚部を

欠く.体節の側線は鋸歯状を呈している.先端部の片節

ほ大きさ7.5-8.7xO.55-0. 65�"で長さに比べ巾の広

い長方形で分節化がみられる.生殖器ほ症例1と同様

肉日艮でほ認められない･染色標本では明かに2組の生殖

器が観察されるが,その間隔ほ体巾の約1/3である.又切

片標本での片節の厚さほ0･ 29-0･ 55mmである.

横断切片標本による観察では表層に5-5条の比較

的深い縦雛溝がみられる.又角度層ほ厚さ2･　6.3μ

でその内側に角皮下層,さらにその内部に厚さ55-

μの縦走筋層及び53-45μの横走筋層が認められる･

皮質層ほ188-225μの厚さで卵黄腺細胞は認められな

い.髄層の厚さはワ5-125μで数個の軍丸原基細胞,

大きさ45-4ワ･ 5x 52･ 5-35/^の神経幹及び円形で直径

6. 3j"-の排滑菅が観察される.

矢状切片標本でほ未完成な陰茎嚢及び貯精嚢, 5-

5旋廻する子宮がみられる.

第3例

前記2例と同様得られた虫体は頭節及び頚部を欠

く･その長さほ155.2^,最大巾10.(　で吉例のなか

では最も大きい･体節の側緑は鋸歯状で分節化がみら

れる.片節の大きさは末端部のもので9･5-10.OxO･4

-'O.5mmの横に長い長方形である.生殖器ほ肉眼では

確認出来ないが, 2本の主満が観察された.染色した

全体標本でほ明かに2組の生殖器が確認された.両生

殖器の間隔は体巾の約y3-%t?ある.又切片標本での

片節の厚さは0･81- ･92^�"である.

横断切片標本による観察でほ角皮層は2.5-5.口μの

厚さでその内側に細長い形の角皮下細胞層がありさら

にその内部に厚さ門･ 5-100μの縦走筋層及び45-75μ

の桟走筋層がみられる.皮質層の厚さは273-33?μで

そのなかに卵黄腺細胞は認められない.又髄質の厚さ

ほワ5-145μで数個の軍丸原基細胞,大きさが80-100μ

の神経幹及び排胆管が観察される.その他陰茎葉及び

貯精嚢は充分完成されておらずその形,大きさなど確

認出来なかった･

考　　　　　　　　　察

我国において今月までD.parndisの人体寄生例は約

5D例が報告されている.しかしその発育史や人-の感

染経路についてほ今だに明かでなく,最近ようやく加

茂ら〔1968〕によって実験的にQithona nanaしCyclo-

poida Oithona科〕が第1中間宿主となり得ることが

確認された.又分類,同定の面でも知見が確立されと

とほいえず,例えばD.grandisとD.balaenopteraeの

異同門題や分類基準の確立など今後に残された課題で

ある.

今凶著者らが得た条虫の吉個体は長崎県在住の患者

から自然排出されたものでいづれも頭節及び頚部を欠

き,夫々全島が156･bcm, 110･9Cm及び135. 2cサの体節

のみの標本である.その標本をみると肉眼では殆んど

生殖器を確認することができない未熟節である.染色

標本及び各種の連続切片標本による精査でようやく

D.granclisと同定された.又片節は長さより巾が広い

長方形で最大巾ほそれぞれ　　n, 8･ 7mm及び1D. □7mで

その側線は分節化がみられた･さらに内部構造の所見
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として5-5旋回する2組の子宮と髄質内には軍丸原

基,無胞,神経幹及び排担琶等がみられるが,全体的に

生殖系の発育がすこぶる未熟である点が特徴であろう･

同じような山体の報告はこれまで約10例ほどあるが,

各例とも小形の未熟体節で一見広節裂頭条虫のそれと

誤られ易い点を指適している･森-F'(1955)は本条虫

は我国において必ずしも非常に稀なものでなく,かな

り広節裂頭条虫と誤認されるものがあると推定してい

る.しかしながら本条虫が人体内における態度,即ち

きわめてE]然排出しやすい事実は本虫の人体-の適J｣

仰が充分高いものではないことを物語っていると述べ

ている.今度我々が経験した5例も未熟な体節が下荊

便とともにLE]然に排出されたもので城熟練節を得てい

ない.

iVu,牀染源･については従来の報告と同債FJ]らかでない

が,いづれも海産蝕の刺身を特に好んで良しているこ

とがLE目される･

摘　　　　　　　　　　要

長崎県在住の3人の成人男子から自然排出された頭

節を欠く条虫3個体を得,その形態を観察した.

虫体々節についてその特徴をみると,片節は長さよ

り巾が広く,最大巾はいづれも10mm以内でその側縁は

分節化が認められる.又内部構造の所見としては一片

節に2組又は3組の未熟な子宮と睾丸原基細胞をそな

えている.以上の所見から3体ともに未熟な大複門条

虫と同定される.これは長崎県における第9,10及び11

例で, 日本における第53,54及び55番目の症例にあた

る.

稿を終るに当りご指導,ご校閲をいたゞいた片峰

大助教授に深く感謝致します.又虫体の観察に際しご

教示いただいた鳥取大学医学部加茂甫教授に謝意を表

します.

本論文の大略は第23回日本寄生虫学会南日本支部大

会において発表した.
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I) Wh o le s hape 

2) Prog llottids from the poster ior part of Strobila CScalc=3mm) 

3) Hori zontal section from t he poster ior pa r t o f segment (Scale= Imm) 

-1-) Transverse section from t he post eri or par t of segment (Scalc = Imm ) 

5) Por tion o f a t ransver se section to s ho w deta il s o f the late r al field CScalc=O.lmm) 

6) Sagita\ sc::t ion pass ing thro ug h the ge n ital area (5ca1c = 0 . l mm) 
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7) Who le s hape 

8 ) P rog lo ttids from the poster ior p ar t o f s trobila ( Scalc=3m m) 

9) Hor izonta l sec tion from the poster ior par t o f segme nt CSca lc= Imm) 

10) Portio n of <l transycr sc sectio n to s how detail s o f the lJ.tcra \ f ie ld ( Scale=O. lmm) 

11 ) S'lg itfll sec ti o n passing through the genital area ( Scale=O . lmm) 
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13) W hol e s hape 

l -t ) Progtottids from the pos t erior pHt o f s trobil a (Sca lc = 3mm) 

15) Horiz onta l sed ion from t he Posterior part of segment (Sca le= lm m) 

16) T n lnS\"Crsc sect ion from the pos terior pa r t of segment CScalc = Imm)J 

17) P ortion of it t r<lIl Svcrse section t o sho \\" de tai ls o f t he lateral fi e ld (Scalc=O.lmm) 

IS) Sag ita J sec ti o n passi ng throu g h lhe genital area (Sca lc =O.lmm) 




